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｜
、
加
藤
弘
之
の
略
歴

弘
之
は
、
通
称
は
土
代
士
（
と
よ
し
）
の
ち
弘
藏
、
名
は
、
成
之
（
よ

し
ゆ
き
）
の
ち
誠
之
（
あ
き
ゆ
き
）
、
明
治
元
年
弘
之
と
改
め
た
。
天
保
七

年
（
一
八
三
六
）
六
月
二
十
三
日
但
馬
出
石
に
仙
石
藩
士
加
藤
正
照
の
長

男
と
し
て
生
れ
、
嘉
永
五
年
江
戸
に
出
て
佐
久
間
象
山
に
入
門
。
安
政

元
年
坪
井
芳
州
に
入
門
し
て
蘭
学
を
学
ぶ
。
万
延
元
年
蕃
害
調
所
教
授

手
伝
、
元
治
元
年
開
成
所
教
授
職
並
と
な
り
、
つ
い
で
慶
応
四
年
大
目

付
勘
定
頭
に
転
じ
る
。

維
新
後
新
政
府
に
招
か
れ
、
政
体
律
令
取
調
御
用
掛
と
な
り
、
明
治

二
年
会
計
権
判
事
、
学
校
権
判
事
、
大
学
大
丞
。
明
治
三
年
侍
読
を
仰

付
け
ら
れ
、
四
年
文
部
大
丞
、
外
務
大
丞
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
の
ち
辞

職
。
明
治
八
年
最
初
の
元
老
院
議
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
の
ち

辞
任
し
て
一
時
無
官
と
な
る
。

明
治
十
年
東
京
大
学
法
学
部
・
理
学
部
・
文
学
部
綜
理
、
十
四
年
東

京
大
学
総
理
と
な
る
。
十
九
年
東
京
大
学
総
理
を
辞
任
、
元
老
院
議
官

に
任
ぜ
ら
れ
る
。
二
十
三
年
帝
国
大
学
総
長
と
な
り
、
ま
た
貴
族
院
議

員
に
勅
選
さ
れ
る
。
二
十
六
年
帝
国
大
学
総
長
を
辞
任
。
二
十
八
年
宮

池
田
文
書
の
研
究
（
二
十
二
）

加
藤
弘
之
の
書
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
研
究
会

中
顧
問
官
と
な
り
、
三
十
三
年
男
爵
、
三
十
九
年
帝
国
学
士
院
長
と
な

る
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
二
月
九
日
没
、
年
八
十
一
・

文
明
開
化
期
の
啓
豪
思
想
家
、
の
ち
ド
イ
ツ
学
者
、
国
家
主
義
的
思

想
家
と
し
て
明
治
思
想
界
・
法
曹
界
に
君
臨
し
、
著
書
・
講
演
集
を
多

数
残
し
た
。
（
参
考
文
献
・
『
加
藤
弘
之
自
叙
傅
」
大
正
四
年
）

二
、
弘
之
の
書
簡

弘
之
か
ら
謙
斎
に
宛
て
た
書
簡
は
合
計
六
十
三
通
を
数
え
る
。
う
ち

二
十
通
は
発
信
者
名
が
な
い
が
、
独
特
な
筆
跡
と
文
面
か
ら
そ
れ
と
推

定
し
た
。
一
人
の
書
簡
と
し
て
は
池
田
文
書
の
中
で
は
最
も
点
数
が
多

い
○

弘
之
と
謙
斎
と
は
、
草
創
期
の
東
京
大
学
の
綜
理
（
総
理
）
ま
た
は

総
理
心
得
と
し
て
互
い
に
肩
を
並
べ
あ
る
い
は
補
佐
を
す
る
関
係
に
あ

り
、
わ
が
国
最
初
の
近
代
的
官
立
総
合
大
学
の
開
設
と
整
備
・
運
営
の

頂
点
に
立
っ
た
当
事
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
交
信
が
擢
ん
で

て
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
六
十
三
通
を
時
期
的
に
分
類
す
る
と
、
次
の
三
期
に
大
別
で
き

る
。

Ａ
東
京
大
学
三
学
部
綜
理
時
代
七
通

（
明
治
十
年
～
明
治
十
四
年
五
月
）

Ｂ
東
京
大
学
総
理
時
代
五
十
一
通

（
明
治
十
四
年
六
月
～
明
治
十
九
年
）

Ｃ
そ
の
他
の
時
代
お
よ
び
時
期
不
明
の
も
の
五
通

ま
ず
Ａ
は
、
弘
之
が
東
京
大
学
法
学
・
理
学
・
文
学
三
学
部
の
綜
理
、
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東京大学三学部綜理時代（明治10～14年）

1382明治11年7月5日加藤弘之

1395明治(11)年8月17日加藤弘之

1418明治(12)年2月17日欠

1396明治(12)年7月25日加藤弘之

1385明治13年5月20日加藤弘之

1 424明治年2月15日欠

1413明治年6月25日加藤弘之

東京大学総理時代（明治14～19年）

1407明治14年6月25日加藤弘之

1410明治(14)年7月21日加藤弘之

1425明治(14)年7月22日欠

1400明治(14)年8月29日加藤弘之

1373明治(14)年9月12日加藤弘之

1398明治(14)年12月8日加藤弘之

1416明治14年12月8日欠

1408明治15年1月23日加藤弘之

1386明治15年1月30日加藤弘之

1420明治年2月15日欠

1422明治(15)年3月1日欠

3138明治(15)年3月8日欠

1409明治15年4月7日加藤弘之

1403明治(15)年5月17日欠

1412明治15年5月18日加藤弘之

1390明治年9月9日加藤弘之

3135明治年月日欠

1402明治(16)年6月29日加藤弘之

1387明治年1月1l日加藤弘之

1389明治年6月25日加藤弘之

1391明治年11月30日加藤弘之

1393明治年11月17日欠

1404明治年12月26日加藤弘之

1405明治年3月4日加藤弘之

1419明治年5月30日欠

3 137明治年6月10日欠

3 139明治年1月25日欠

1394明治年4月12日加藤弘之

ｊ

ｊ

仏
１
２
３
４
５
６
７
＄
８
９
皿
ｕ
ｕ
昭
叫
巧
陥
Ⅳ
咽
岨
刈
皿
躯
蝿
型
妬
妬
”
詔
調
鋤
訓
犯
詔
弘
謁

卒業証書授与式

植物園内集会場

文部省伺済

本部附与免状

外国教授へ晩餐

専攻学社

本部より建議

池田謙斎

池田謙斎

欠

池田謙斎

池田謙斎

欠

池田謙斎

池田謙斎

池田謙斎

欠

池田謙斎

池田謙斎

池田謙斎

欠

池田謙斎

池田謙斎

欠

欠

欠

池田謙斎

欠

池田謙斎

池田謙斎

欠

池田謙斎

池田

池田謙斎

池田謙斎

欠

池田

池田謙斎

欠

欠

欠

池田謙斎

文部省上申書

医学部

医学部出勤

諮詞会之事

脚気病院之件

プラウンス帰国

ブラウンス帰国

ゴッチェ饗応

東京大学幹事之事

理学部平岡盛三郎

予科予備門合併

医学部寄宿廃止

文学部ラトケン

学位規則改革

学士改則

田沢、高階之事

医学部増給

大学出頭依頼

理学部へ出頭依頼

大学出頭依頼

申越之人物取調

代理受持依頼

代理之事依頼

木村正辞診察依頼

教師饗応

大学立寄依頼

卒業証書授与

小中村清矩
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日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

Ⅱ
路
９
５
３
４
”
鋤
１
詔
塑
妬
認
２
４
６
３
９

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

２
３
５
２
３
３
５
皿
ｕ
２
２
７
ｕ
皿
２
３
７

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

７
７
７
７
７
７
８
８

８

１
１
１
１
１
１
１
１

１

く
く
く
く
く
く
く
く

治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治

明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明

欠

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

欠

欠

欠

欠

欠

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

欠

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

欠

池田国手

池田謙斎

池田謙斎

欠

欠

欠

欠

欠

池田国手

(池)田侍医

池田謙斎

欠

池田謙斎

池田謙斎

池田謙斎

池田国手

池田博士

池田謙斎・

石黒忠惠

池田謙斎

池田謙斎

池田国手閣下

池田謙斎

７
５
５
７
０
１
６
３
６
２
９
４
２
７
１
８
６
４
３

１
１
７
９
４
２
３
２
２
７
７
８
３
７
１
７
０
１
８

４
４
３
３
１
４
１
４
４
３
３
３
１
３
４
３
４
４
３

１
１
１
１
３
１
３
１
１
１
１
１
３
１
１
１
１
１
１

四学部饗応

坪井芳洲

坪井之事

坪井翁之事

三宅の話

樫村之事

｢永井」帰朝

ベルツの事

佐藤え医院長

佐藤之件

佐藤嘱托之件

本学出頭依頼

理学部合併

足立精斎

足立精斎

足立之件

足立精斎謙吉父子

足立生

来諭之趣

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５

明治 年6月23日

明治 年1月15日

明治年6月6日

明治年6月13日

時期不明

明治年1月25日

明治〃年1()月9日

明治年1()月5日

明治年12月30B

明治(30)年7月26日

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

55

56

57

58

(C)

59

60

61

62

63

文部省

招待断り

二男晴彦診察依頼

二男病気診察御礼

1388

1399

1380

1404

その他、

1360

1374

1376

1381

1392

加藤

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

加藤弘之

池田

池田謙斎

欠

池田国手

池田博士

診察依頼

病児快方御礼

診察御礼

義母診察依頼

病気見舞
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謙
斎
が
同
医
学
部
の
綜
理
と
し
て
肩
を
並
べ
て
い
た
時
の
も
の
で
、
卒

業
式
・
外
国
人
教
師
晩
餐
会
や
「
専
攻
学
社
」
な
ど
の
案
内
状
、
あ
る

い
は
営
繕
係
の
助
勤
依
頼
な
ど
、
三
学
部
と
医
学
部
と
が
独
立
し
て
い

た
た
め
両
綜
理
の
協
議
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
状
況
を
伝
え
て
い

ブ
（
》
Ｏ

Ｂ
は
、
明
治
十
四
年
六
月
十
五
日
に
太
政
官
達
に
よ
っ
て
東
京
大
学

の
職
制
が
大
改
革
さ
れ
、
唯
一
人
の
総
理
に
よ
り
全
学
が
統
括
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
に
と
も
な
い
、
弘
之
が
総
理
と
な
り
、
謙
斎
が
医
学

部
か
ら
離
れ
て
総
理
心
得
に
任
ぜ
ら
れ
た
直
後
か
ら
五
年
間
の
も
の

で
、
量
質
と
も
に
弘
之
の
書
簡
の
中
心
を
な
す
。
明
治
十
九
年
三
月
一

日
帝
国
大
学
令
で
東
京
大
学
が
帝
国
大
学
と
改
称
改
組
さ
れ
た
際
に
両

者
は
解
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
五
年
間
は
、
両
者
が
最
も
緊

密
で
充
実
し
た
協
力
関
係
の
中
で
新
機
構
の
整
備
・
運
営
や
人
事
を
進

め
た
時
期
で
あ
っ
た
。

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
大
改
革
直
後
の
書
簡
で
、
①
明
治
十
四
年
八

月
の
諮
訶
会
（
の
ち
の
評
議
会
・
教
授
会
の
前
身
）
の
新
設
を
は
じ
め
、
②

大
学
幹
事
の
新
設
、
③
明
治
十
五
年
の
脚
気
病
院
の
医
学
部
移
管
、
④

同
年
六
月
の
医
学
部
予
科
の
東
京
大
学
予
備
門
へ
の
統
合
、
⑤
学
士
改

則
な
ど
、
主
要
な
案
件
は
た
い
て
い
書
簡
が
交
わ
さ
れ
、
事
前
・
事
後

に
行
わ
れ
た
協
議
や
根
回
し
の
一
端
が
知
れ
る
。
①
に
つ
い
て
は
書
簡

一
四
○
○
、
②
に
つ
い
て
は
書
簡
一
三
八
六
、
③
に
つ
い
て
は
書
簡
一

三
七
三
と
三
一
三
八
、
④
に
つ
い
て
は
書
簡
一
四
二
二
、
⑤
に
つ
い
て

は
書
簡
一
四
○
三
と
一
四
一
二
な
ど
が
触
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
目
に
つ

く
の
は
、
医
学
部
内
の
人
事
や
給
与
に
関
す
る
書
簡
で
、
弘
之
は
と
く

に
医
学
部
の
こ
と
に
つ
い
て
は
謙
斎
の
協
力
を
得
て
統
括
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
佐
藤
進
が
医
学
部
第
一
・
第
二
医
院
長
を
兼

務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
が
、
書
簡
一
四
二
六
、
一
三
七
二
、
一
三

七
九
に
、
ま
た
、
弘
之
が
恩
師
坪
井
芳
洲
（
大
木
忠
益
）
を
同
医
院
長
に

据
え
よ
う
と
し
て
果
せ
な
か
っ
た
経
緯
が
、
書
簡
一
四
一
五
、
一
三
七

五
、
一
三
九
七
に
見
え
る
。
さ
ら
に
、
謙
斎
に
診
察
依
頼
を
し
た
書
簡

も
目
に
つ
く
。
理
学
部
教
授
平
岡
（
市
川
）
盛
三
郎
、
文
学
部
講
師
木
村

正
辞
、
東
京
大
学
教
授
小
中
村
清
矩
や
弘
之
の
二
男
加
藤
晴
比
古
ら
の

診
察
依
頼
状
ま
た
は
紹
介
状
で
あ
る
。

Ｃ
は
、
明
治
三
十
年
と
推
定
さ
れ
る
病
気
見
舞
の
書
簡
一
三
九
二
を

除
い
て
、
時
期
不
明
の
書
簡
で
、
診
察
依
頼
・
礼
状
で
あ
る
。
こ
の
中

に
は
Ａ
に
含
ま
れ
る
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
謙

斎
が
東
京
大
学
を
離
れ
た
明
治
二
十
年
代
以
降
の
両
者
の
交
信
は
稀
だ

っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
（
遠
藤
正
治
）

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
東
京
大
学
法
学
部
理
学
部
文
学
部

（
封
筒
裏
）
七
月
五
日

来
ル
八
日
午
後
第
八
時
方
生
徒
卒
業
証
書
授
与
式
施
行
候
条
、
該
日
時

１
明
治
十
一
年
七
月
五
日

一
三
八
一
｜
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎
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御
臨
席
有
之
度
、
此
段
及
御
案
内
候
也東

京
大
学
三
学
部
綜
理
加
藤
弘
之

謹
呈
、
弥
御
安
泰
珍
重
奉
存
候
、
然
れ
ハ
先
頃
よ
り
植
物
園
内
二
集
会

所
ト
申
者
ヲ
営
繕
致
居
候
処
、
営
繕
方
不
足
故
文
部
省
よ
り
一
人
借
用

致
居
候
処
、
最
早
文
部
省
よ
り
も
貸
置
候
事
出
来
不
申
旨
申
越
し
罷
在

候
、
未
夕
落
成
不
致
候
故
誠
二
困
却
罷
在
候
、
就
て
ハ
医
学
部
ノ
営
繕

方
宜
都
合
出
来
候
得
ハ
、
九
月
中
一
人
助
勤
ヲ
托
度
旨
会
計
主
任
羽
田

野
申
出
、
同
人
よ
り
ハ
内
実
西
郷
方
も
話
試
候
処
、
同
人
該
時
ノ
見
込

二
て
ハ
当
分
の
事
候
得
ハ
差
支
在
之
間
敷
哉
二
申
間
候
よ
し
、
貴
下
御

見
込
二
て
九
月
中
位
不
都
合
ハ
有
之
間
敷
ト
ノ
事
ナ
レ
ハ
右
助
勤
ヲ
托

度
、
御
意
見
如
何
二
存
候
哉
、
一
応
御
問
合
一
一
及
候
也

（
封
筒
表
）
池

（
封
筒
裏
）
鍼

２
明
治
（
十
一
）
年
八
月
十
七
日

一
三
九
五
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

明
治
十
一
年
七
月
五
日

東
京
大
学
医
学
部
綜
理
池
田
謙
斎
殿

八
月
十
七
日

池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

（
斎
藤
）

（
田
中
）

先
刻
使
さ
し
上
候
処
、
右
御
答
ヲ
得
サ
ル
内
二
文
部
省
よ
り
伺
済
参
り
、

〈
〉
ハ
〉

尤
学
士
と
ス
ヘ
キ
旨
被
達
候
、
付
て
ハ
先
刻
御
相
談
之
事
ハ
猶
近
日
御

面
談
之
上
二
て
、
更
二
申
出
候
に
て
も
よ
る
し
と
存
候
間
、
此
義
御
承

知
可
被
下
候
、
先
シ
伺
済
相
成
候
、
御
安
心
卜
存
候
、
此
義
一
寸
申
上

候
也

二
月
十
七
日

（
斉
藤
）

（
封
筒
表
）
医
学
部
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

（
封
筒
裏
）
（
無
記
）

昨
年
来
本
部
二
て
附
与
い
た
し
来
候
免
状
之
写
御
覧
二
入
置
候
、
是
ハ

文
部
省
之
許
可
済
二
有
之
候

３
明
治
（
十
二
）
年
二
月
十
七
日

一
四
一
八
（
加
藤
弘
之
）
欠

４
明
治
（
十
二
）
年
七
月
二
十
五
日

一
三
九
六
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎
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本
月
廿
九
日
午
後
第
六
時
ョ
リ
延
遼
館
於
テ
、
本
部
外
国
教
授
え
晩
餐

ヲ
饗
応
可
致
二
付
、
該
日
時
御
貢
臨
有
之
度
、
此
段
及
御
案
内
候
也

東
京
大
学
三
学
部
綜
理
加
藤
弘
之

明
治
十
三
年
五
月
廿
日

東
京
大
学
医
学
部
綜
理
池
田
謙
斎
殿

再
伸
、
該
当
御
臨
席
之
有
無
は
、
来
ル
廿
五
日
迄
二
御
報
知
有
之

度
、
此
旨
申
添
候
也

（
斉
藤
）

四
隅
之
字
ハ
法
理
文
の
字
な
り

七
月
廿
五
日

６
明
治
年
二
月
十
五
日

一
四
二
四
（
加
藤
弘
之
）
欠

５
明
治
（
十
三
）
年
五
月
二
十
日

一
三
八
五
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

三
ゞ
§

（
田
中
）

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

（
封
筒
裏
）
書
付
三
通
添

今
朝
ハ
御
邪
魔
い
た
し
候
、
然
れ
ハ
別
紙
之
通
本
部
え
建
議
可
致
卜
存

候
処
、
将
来
二
渡
ル
事
故
責
部
に
て
も
御
さ
し
支
無
之
候
ハ
塾
御
連
名

ニ
い
た
し
候
方
可
然
卜
存
候
、
御
勘
考
之
上
明
朝
残
員
書
付
卜
同
時
二

御
返
戻
可
被
下
候
、
若
し
責
部
に
て
ハ
御
不
都
合
ナ
レ
ハ
本
部
ノ
各
長

二
て
出
し
可
申
候
也

六
月
廿
五
日

拝
呈
、
弥
御
安
泰
珍
重
奉
存
候
、
然
レ
ハ
本
学
卒
業
生
徒
及
上
在
学
生

徒
中
二
て
数
名
、
今
度
私
二
専
攻
学
社
ナ
ル
者
ヲ
設
ヶ
、
お
ひ
ノ
、
ハ

専
門
学
科
之
事
ヲ
研
究
い
た
し
度
、
価
て
他
日
御
部
之
生
徒
諸
君
に
も

交
際
ヲ
開
キ
申
度
候
、
付
て
ハ
今
度
近
日
右
開
会
い
た
し
候
二
際
し
、

先
シ
老
台
之
御
實
臨
ヲ
願
度
二
付
、
小
生
よ
り
願
呉
候
様
申
聞
候
二
付
、

添
書
ヲ
以
テ
此
段
願
候
、
猶
委
曲
ハ
本
人
よ
り
可
申
上
候
、
拝
具

二
月
十
五
日

８
明
治
十
四
年
六
月
二
十
五
日

一
四
○
七
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

７
明
治
年
六
月
二
十
五
日

一
四
一
三
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

（
田
中
）

（
斉
藤
）
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（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

（
封
筒
裏
）
鍼
六
月
廿
五
日

別
紙
文
部
卿
え
之
上
申
書
浄
書
候
二
付
御
捺
印
之
為
め
御
廻
付
申
候
、

御
鈴
印
有
之
度
候
、
且
シ
昨
日
御
検
印
之
為
メ
差
出
置
候
文
部
省
上
申

書
原
稿
三
通
も
明
後
廿
七
日
午
前
之
内
ま
て
二
後
廻
し
相
成
度
候
也

明
治
十
四
年
六
月
廿
五
日

東
京
大
学
三
学
部

加
藤
弘
之

東
京
大
学
医
学
部

池
田
謙
斎
殿

（
田
中
）

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
至
急
加
藤
弘
之

（
封
筒
裏
）
鍼

明
朝
ハ
医
学
部
へ
参
候
筈
之
処
、
無
拠
さ
し
支
候
ニ
付
明
後
廿
三
日
朝

参
申
度
、
且
其
せ
つ
御
相
談
申
上
度
件
有
之
候
二
付
て
ハ
若
し
御
都
合

被
下
御
出
席
相
成
候
得
ハ
大
二
都
合
よ
ろ
し
く
、
価
て
此
段
一
応
御
問

合
申
上
候
也

七
月
廿
一
日

（
田
中
）

９
明
治
（
十
四
）
年
七
月
二
十
一
日

一
四
一
○
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

明
廿
三
日
医
学
部
出
勤
之
事
申
上
、
其
せ
つ
御
出
勤
之
件
御
依
頼
申
上

置
候
処
、
小
生
風
邪
之
心
持
二
て
何
分
今
日
も
難
堪
二
付
、
明
日
ハ
何

分
出
勤
六
ケ
敷
ト
存
候
二
付
て
ハ
、
此
殿
御
承
知
被
成
下
度
、
就
て
ハ

（
１
）

次
週
之
火
曜
日
（
即
廿
六
日
）
二
午
前
罷
出
可
申
候
問
、
若
し
老
兄
御
当

番
等
二
無
之
候
ハ
シ
、
其
せ
つ
御
出
席
之
義
奉
願
上
度
、
此
段
更
二
御

依
頼
申
上
候
也

（
１
）
火
曜
日
（
即
廿
六
日
）
…
…
七
月
二
十
六
日
が
火
曜
日
な
の
は
明
治

十
年
代
で
は
十
四
年
の
み
。
こ
れ
に
よ
り
明
治
十
四
年
と
推
定
さ

れ
る
。

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

（
封
筒
裏
）
三
十
日
三
十
一
日
一
日

諮
訶
会
之
事
命
令
有
之
候
得
と
も
、
右
ハ
そ
れ
ノ
、
規
則
等
設
ヶ
候
上

二
無
之
て
ハ
施
行
難
出
来
候
得
と
も
、
文
学
部
の
事
二
付
至
急
右
諮
訶

会
二
か
け
不
申
候
て
ハ
不
相
成
事
有
之
候
間
、
先
シ
四
学
部
教
授
丈
ヲ

右
会
員
ト
定
メ
、
来
月
二
日
一
二
会
ヲ
催
度
候
、
付
て
ハ
御
意
見
無
之

哉
否
御
問
合
致
候
也

皿
明
治
（
十
四
）
年
七
月
二
十
二
日

一
四
二
五
（
加
藤
弘
之
）
欠

ｕ
明
治
（
十
四
）
年
八
月
二
十
九
日

一
四
○
○
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎



日本医史学雑誌第46巻第2号(2000) 254

（
封
筒
裏
）
さ
し
上
置

（
１
）

脚
気
病
院
之
件
貴
説
も
有
之
、
壱
万
円
二
ま
け
候
て
可
然
卜
之
御
説
之

よ
し
、
固
よ
り
政
府
中
之
事
二
て
申
分
有
之
為
メ
ニ
謀
候
は
勿
論
ト
ハ

イ
ヘ
ト
モ
、
併
し
此
方
二
て
脚
気
病
院
之
立
ッ
丈
之
金
ハ
無
之
て
ハ
不

都
合
、
唯
先
方
之
事
情
ノ
ミ
ヲ
謀
り
さ
へ
す
れ
ハ
宜
敷
卜
申
事
に
も
無

之
候
間
、
先
ハ
ニ
十
人
ナ
リ
三
十
人
ナ
リ
脚
気
病
者
ヲ
入
れ
候
丈
之
病

院
之
仕
組
ヲ
考
按
シ
テ
、
何
百
坪
入
用
申
事
ヲ
積
り
、
毎
坪
何
円
に
て

出
来
ル
ト
申
事
ヲ
算
計
シ
テ
、
然
後
二
何
程
丈
ハ
必
用
故
是
丈
ヲ
請
求

候
欲
答
候
方
可
然
、
其
事
無
之
一
万
円
な
ら
ね
ハ
不
都
合
ト
カ
、
’
一
万

円
二
て
ょ
ろ
し
と
歌
申
事
ハ
條
理
無
之
ト
存
候
、
価
て
西
郷
へ
も
先
シ

積
り
ヲ
致
し
其
後
二
計
算
上
ヲ
以
テ
先
方
へ
答
候
、
下
栫
候
致
、
可
然

旨
申
聞
置
候
事
二
御
坐
候
、
此
段
一
寸
申
上
置
候
也
、

八
月
廿
九
日

右
二
て
御
異
論
有
之
候
ハ
ン
右
書
付
ヲ
可
渡
卜
存
候
、
且
御
都
合

相
成
候
得
ハ
来
月
二
日
十
時
よ
り
大
学
へ
御
出
向
相
願
候
也

（
田
中
）

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

亜
明
治
（
十
四
）
年
九
月
十
二
日

一
三
七
三
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

（
１
）
脚
気
病
院
…
…
明
治
天
皇
が
悩
ん
だ
脚
気
の
治
療
法
研
究
を
一
つ

（
２
）

九
月
十
二
日

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

（
封
筒
裏
）
鍼
十
二
月
八
日

（
１
）

来
ル
十
三
日
午
後
五
時
方
築
地
精
養
軒
二
て
理
学
部
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
ス

帰
国
送
別
饗
応
之
節
ハ
御
臨
席
相
成
度
候
、
敬
具

（
？
〕
）

十
二
月
八
日

加
藤
弘
之

池
田
謙
斎
殿

（
田
中
）

（
１
）
ブ
ラ
ウ
ン
ス
…
…
ｐ
画
く
昼
卑
”
匡
易
明
治
十
二
年
、
ナ
ウ
マ
ン
の

後
任
と
し
て
東
京
大
学
理
学
部
地
質
金
石
古
生
物
学
教
師
と
し
て

来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
地
質
学
者
。
明
治
十
四
年
十
二
月
満
期
前
に

解
任
さ
れ
帰
国
。

（
２
）
前
注
よ
り
明
治
十
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。

過
明
治
（
十
四
）
年
十
二
月
八
日

一
三
九
八
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

の
目
的
と
し
て
明
治
十
一
年
東
京
府
に
開
設
さ
れ
た
脚
気
病
院
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
四
年
後
の
明
治
十
五
年
東
京
大
学
に
移
管
さ
れ

た
。

（
２
）
前
注
脚
気
病
院
の
医
学
部
移
設
前
で
明
治
十
四
年
と
推
定
さ
れ

プ
（
》
０


